
　
い
ま
だ
、コ
ロ
ナ
の
収
束
の
兆
し
は

見
え
ま
せ
ん
が
、こ
の
2
年
間
、コ
ロ
ナ

禍
の
厳
し
い
状
況
を
、全
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、ひ
と
え
に
地
域
医
療
に
か
か
わ

る
先
生
方
、地
域
住
民
の
皆
様
の
支
え

が
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。昨
年
は
地
域

住
民
の
皆
様
、企
業
の
皆
様
か
ら
、応
援

の
物
資
や
労
い
の
言
葉
、祈
り
を
込
め

た
絵
画
に
折
り
鶴
と
、た
く
さ
ん
の
応

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
12
月
、新
病
院
の
建
設
に

向
け
て
、立
体
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し

た
。い
よ
い
よ
本
年
よ
り
新
病
院
棟
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。新
病
院
は

現
病
院
同
様
、地
域
医
療
支
援
病
院
、ま

た
、人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
臨
床
研

修
指
定
病
院
と
し
て
、今
後
も
地
域
の

皆
様
の
健
康
的
な
生
活
を
支
え
る
べ

く
、安
全
安
心
な
医
療
を
持
続
的
に
提

供
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
田
端
初
代
院
長
は
開
院
10
周
年
に
際

し
、「
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
ふ
ま
え
て
、

絶
え
ず
反
省
を
重
ね
な
が
ら
新
し
い
医

学・医
療
の
進
歩
に
も
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
、
よ
り
良
い
病
院
を

目
指
し
て
全
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

言
葉
は
、
当
院
の
も
つ
重
要
な
使
命
を
表

し
て
お
り
、
次
の
世
代
に
も
受
け
継
い
で

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
那
覇
市
立
病
院
は
、
復
帰
8

年
後
の
昭
和
55
年
5
月
に
、
田

端
辰
夫
初
代
院
長
の
下
、
開
院

し
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
沖
縄
は
、

病
院
や
医
師
が
不
足
し
て
お
り
、

市
民
や
県
民
が
十
分
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
時

代
に
あ
っ
た
中
、
当
院
は
診
療
科
14
科
、

一
般
病
床
2
9
5
床
を
有
す
る
県
内
最
大

規
模
の
公
立
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し

た
（
県
立
病
院
を
除
く
）
。

　
そ
の
後
、
I
C
U
（
集
中
治
療
室
）
、

N
I
C
U（
新
生
児
集
中
治
療
室
）の
設

置
を
は
じ
め
、
高
度
医
療
機
器
の
導
入

や
3
6
5
日
24
時
間
体
制
の
救
急
医
療

の
提
供
と
、
医
療
機
能
の
充
実
化
を
図

り
、当
院
は
那
覇
市
に
お
け
る
地
域
医
療

の
中
心
と
し
て
発
展
、
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
現
在
の
日
本
の
社
会
で
は
、
戦
後
か
ら

平
成
ま
で
の
仕
事
優
先
の
生
き
方
や
働
き

方
か
ら
、
よ
り
人
間
性
を
重
視
す
る
働
き

方
改
革
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
病
院

で
働
く
職
員
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
ま

す
。
職
員
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕
事
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
進
め
る

こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
前
で
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
、
病
気
回
復
の
手
助
け
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
開
院
か
ら
42
年
た
っ
た
現
在
で
は
、
医

師
数
は
倍
増
し
、職
員
数
は
千
名
を
超
え
、

更
な
る
高
度
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
7
年
10
月

の
新
病
院
開
院
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
飛

躍
を
目
指
し
、
当
院
の
理
念
で
あ
る
「
和

と
奉
仕
」
に
加
え
て
、
新
し
く
「
地
域
住

民
を
守
る
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）、

「
働
き
や
す
さ
」、「
学
び
や
す
さ
」
の
ふ

た
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
市
立
病
院
の
あ
る
べ

き
姿
）、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
バ
リ
ュ
ー
（
行
動
指
針
）

を
定
め
ま
し
た
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

ベ
ク
ト
ル
を
一
つ
の
方
向
に
定
め
、
協
力

し
合
え
る
よ
う
、
院
長
と
し
て
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
那
覇
市
立
病
院
が
完
成
す
る

令
和
7
年
に
は
、
す
べ
て
の
団
塊
の
世
代

の
方
々
が
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
と

な
る
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
ま
す
。
し
か

し
、
沖
縄
県
は
若
い
世
代
が
多
く
、
出
生

率
は
全
国
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
他
県
と
は
異
な
り
、
今
後
し
ば

ら
く
は
人
口
が
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
、

ま
だ
ま
だ
将
来
の
発
展
が
期
待
で
き
る

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
高
齢
者
が
、
健

康
で
幸
せ
を
享
受
し
、
安
心
し
て
孫
世

代
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
地
域
の

先
生
方
と
共
に
強
固
な
地
域
連
携
を
進

め
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
地
域
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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新
・
那
覇
市
立
病
院
の

　
　 

建
設
に
向
け
て

那
覇
市
立
病
院
の

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み 

さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
に

那
覇
市
立
病
院
の

　
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

外間 浩 理事長兼院長

市民の皆様！今後とも那覇
市立病院をご指導、ご鞭撻
のほどよろしくお願い
申し上げます。

そして、令和7年10月、
生まれ変わる

那覇市立病院にどうぞ、
ご期待ください。

新・那覇市立病院
建設のお知らせ

新・那覇市立病院建設のお知らせ 2022年（令和４年）6月
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令和7年10月（予定）に那覇市立 病院が生まれ変わります。

地上10階地下1階鉄骨鉄筋コンクリート造（免震構造）
○床面積：約38,330㎡（現在より約6,900㎡大きくなります）  ○病床数：470床（現在と同数です）
○新病院完成後、既存病院を解体し、令和9年度までに駅から1階レベルを「ゆいデッキ」でつなぎます。

正面からのイメージ

施設整備方針
※新病院建設基本計画（R1年6月）より

○市民にとって安心
　安全な病院
○地域災害拠点病院
　としての整備

○環境にやさしい病院
加えて、感染症対策の
強化を図っています。

○1次2次救急・小児科
　24時間365日体制
　の維持

デザインコンセプト

周辺環境に呼応する
01

記憶をつなぐ
02

気候風土に馴染む
03

地域・街とつながる
04

治癒力を促す
05

STEP4一
方
通
行

○2022（令和4）年3月～2025（令和7）年3月の3年間、新病院建設を行います。
○工事に伴い、立体駐車場をご利用いただくことになります。出入口前通路が一方通行となるなど、ご不便をおかけします。
　ご理解、ご協力の程、よろしくお願いします。

ﾘﾈﾝﾘﾈﾝ

中央
監視室
中央
監視室

厨房厨房
中央
倉庫
中央
倉庫

剖検
霊安
剖検
霊安

機械室機械室
核医学核医学 薬剤薬剤

ｻｰﾋﾞｽ
出入口

ご遺体

新病院棟階構成

　
　

1F
栄養部・厨房
薬剤部　中央倉庫
剖検・霊安室
放射線部門
核医学
中央監視室
機械室等

11F
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ室
機械室

10F
一般病棟（45床）
一般病棟（45床）

7～9F
一般病棟（46床）
一般病棟（46床）

6F
女性周産期ｾﾝﾀｰ
　　　病棟（26床）
小児科病棟（32床）
NICU（6床）
GCU （12床）

5F
医局　事務局
講堂　会議室
ラウンジ
多目的室
更衣室
中央材料室
透析室
ｻｰﾊﾞｰ室　機械室

4F
手術部門
ICU  （12床）
HCU（16床）
ME室

3F
急病センター
小児外来
画像診断部
内視鏡部門
健診センター
コンビニ　守衛室

2F
一般外来
総合受付　医事課
地域連携室
入退院センター
薬剤部
化学療法室
検体・細菌・病理
生理検査室
採血・採尿

診

　
　療

　
　管

　理

　
　病

　棟

　
　診

　療

給
供
／
療
診

ｺﾝﾋﾞﾆｺﾝﾋﾞﾆ
救急
出入口
夜間
ｳｫｰｸｲﾝ

急病センター
小児外来

急病センター
小児外来

画像診断画像診断

健診
センター
健診
センター

内視鏡内視鏡

守衛室守衛室

ME室ME室
ICUICU

HCUHCU

手術部門手術部門

機械室機械室
中央
材料室
中央
材料室

事務局事務局
医局医局

透析室透析室
ｻｰﾊﾞｰ室ｻｰﾊﾞｰ室 ﾗｳﾝｼﾞﾗｳﾝｼﾞ

更衣室更衣室

講堂
会議室
講堂
会議室

NICUNICU
GCUGCU

女性周産期Ｃ病棟女性周産期Ｃ病棟
小児科病棟小児科病棟

一般病棟一般病棟
一般病棟一般病棟

リハビリ室リハビリ室機械室等機械室等

1F

2F

3F

4F

5F

6F

7F-10F

11F

出入口

一般外来一般外来

薬剤薬剤総合
受付
総合
受付 医事・地連

入退院
医事・地連
入退院

採血
採尿
採血
採尿検体・細菌

病理検査
検体・細菌
病理検査

化学療法化学療法

健診用EV

搬送用EV

搬送用EV救急用EV

一般用EV

一般用EV

生理検査生理検査

　那覇市立病院は、昭和 55年 5月 1日に開院し、42年余が経過しています。これまで、安心安全な暮らしを支える救急医療、
ハイリスク妊婦や緊急帝王切開といった母児の安全等のための周産期医療、小児科専門医による24時間365日の診療体制、
がん治療、医師の育成等、地域医療へ貢献してきました。　しかし、建物の老朽化、患者アメニティの劣化、提供する医療サービス
と施設・設備の不均衡等の問題に加え、耐震性が不足している状況をふまえ、早急な建替が必要です。
　来院する皆様及び連携医療機関等との関係性の実績や交通アクセス、かつ、現状の診療を止めることなく新病院を建設でき
ること考慮した結果、現在地で建替を行います。建設期間中も診療は継続しますので、どうぞご安心ください。

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

既存病院解体 新保育所
オープン

新病院オープン
R8年度 R9年度 R10年度

第2立駐・デッキ・保育所建設新病院建設

病棟スタッフステーションイメージ ※各階

総合案内イメージ

病室4床イメージ（各階）

○新病院では、個室の数が増え、4床室では
　現病院よりも1.3倍程度広くなります。

新病院建設事業に関するお問い合わせ先
事務局 新病院建設室 （884-5111）

設計監理 ： 
梓設計・ワールド設計・国吉設計  設計共同体
新病院施工 ： 
熊谷組・共和産業・佐平建設・大晋建設  共同企業体

外来イメージ

急病センター側の外観イメージ

放射線放射線

市立病院は
このように
変わります

末吉公園側からの遠景イメージ

ゆ
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那覇市立病院 放射線治療科

那覇市立病院は、地域がん診療拠点病院として
患者さんの思いに寄り添った放射線治療を提供します

当院では、令和4年4月から、放射線治療装置『Halcyon（ハルシオン）』
による放射線治療を開始いたしました。
放射線治療専門医をはじめ、医学物理士、がん放
射線療法認定看護師、放射線治療専門放射線技
師が協力し、治療を行っております。

令和4年
4月より
稼働中!

ご興味ある方はぜひ当院のホームページ内の採用情報をご覧ください。
URL：https://www.nch.naha.okinawa.jp/

他にも様々な職種を随時募集しております！

あなた
のチカラを地域医療に

役立てて
みませんか?

看護補助員　看護部（新垣）
℡.098-884-5111（代表）

℡.098-886-8061
保育士・調理師 めばえ保育園

ご寄附のお願い

寄附等の宛先:事務局 経営情報企画課 企画グループ

新病院建設に伴い、多くの医療機器の更新が必要となり
ます。本院では特定寄附制度を設けております。
皆様のお力添えをお願いいたします。

お問い合わせ先 ☎098-884-5111（代）

お問 い 合わせ

看護補助員

調理師

募
集
中

院内保育所めばえ保育園の

保育士

＼　　　　　　　　　　　／医療の知識、資格不問！
必要なのはあなたのやる気です！

ハルシオン

沖縄県初導入
（令和4年4月時点）

短い治療時間

ピンポイント治療（定位放射線治療） 強度変調（回転）放射線治療
IMRT・VMAT

静かで圧迫感を軽減した治療環境

●注目したい特長

以前は入室から退出まで15～20分ほど 100cmの大きな開口径 ➡ 圧迫感の軽減
リニアモーターを採用 ➡ 動作音が静か仕事を続けながら通院して治療を行いたい方にも期待

（標準的な治療の場合）
有

約10分以下へ短縮➡

　体表面情報やCBCT画像から、位置照合を高
精度に行うことができるため、比較的小さな腫
瘍に対しても多方向から放射線を高い精度で
ピンポイントに照射することが可能です

　放射線の当たる強さを変化させながら、多方
向（回転）から照射することで、病巣への放射線
量を担保し、守るべき正常臓器の線量を低減す
ることが可能です

がん相談支援センターとは
がん診療連携拠点病院等に設置されている「がんの相談窓口」です。

【相談時間】平日 9:00～17:00（土日・祝日・年末年始を除く） 
【料金】無料 【電話】代表 098-884-5111（内線 283）

がんの治療や副作用の悩み、療養に伴う疑問や不安、生活や仕事のことなどに関して、患者さん
やご家族と一緒に考え、情報を探すお手伝いをしています。
当院の患者さん、ご家族だけでなく、他院の患者さんやご家族、一般市民の方、どなたでもご利
用することができ、看護師 やソーシャルワーカー（社会福祉士）などの専門の研修を
受けたスタッフが対応しています。お気軽にお問い合わせ下さい。
※病気の診断や治療について判断するところではありません。

かかりつけ医はいらっしゃいますか？
那覇市立病院の役割とかかりつけ医制度

かかりつけ医 那覇市立病院【地域医療支援病院】

退院または、急性期治療終了時

特殊検査や入院治療が必要なとき

急性期治療が終わった方は
かかりつけ医の先生に診て

いただけます。

患者の皆様の一番近くで日頃の体調や生活
習慣管理をサポートしてくださるお医者さん
です。

急性期病院として高度医療を提供し、救急・手
術・入院医療や特殊な外来治療に対応します。
一般外来については制限がかけられています。

かかりつけ医とは 地域医療支援病院とは

地域を支える病院として急性期医療に特化する役割を求められて
います。現在那覇市立病院では、かかりつけ医への紹介を推進して
います。また受診に際しては、基本的に紹介が必要となります。現在
570ヶ所余りのクリニック、診療所などの医療機関と連携を構築し
ており、緊急時の受け入れ体制が整っています。

那覇市立
病院の役割

〒902-8511
沖縄県那覇市古島2丁目31番地1
那覇市立病院　地域医療連携室
TEL （098）884-5134
FAX （098）886-5502

かかりつけ医相談窓口




